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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
6. 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本
的考え方（SAE6 r.9.0）

資料全般

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）エネルギ
（新）エネルギー

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
6. 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本
的考え方（SAE6-9 r.9.0）

資料全般

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
6. 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本
的考え方（SAE6 r.9.0） 資料全般

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）定検／定期検査
（新）定期事業者検査
※ただし、過去の実績等について記載している箇所は定期検査で統一

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
6. 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本
的考え方（SAE6-9 r.9.0）

資料全般

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
6. 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本
的考え方（SAE6 r.9.0） 6-21

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）代替格納容器スプレイポンプによる代替格納容器スプレイ
（新）代替格納容器スプレイポンプを用いた代替格納容器スプレイ

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
6. 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本
的考え方（SAE6-9 r.9.0）

23

同上

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
6. 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本
的考え方（SAE6 r.9.0） 6-52

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）燃料頂部から，約4.25m
（新）燃料頂部から4.25m

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
6. 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本
的考え方（SAE6-9 r.9.0）

60

同上

9

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
6. 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本
的考え方（SAE6 r.9.0） 添付資料6.1.1

記載全般、適正化を図りました。

10

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
6. 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本
的考え方（SAE6-9 r.9.0）

添付資料6.1.1

同上

有効性評価 6 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本的考え方
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.1 2次冷却系からの除熱機能喪失（SAE711
r.11.0） 資料全般

災害対策本部要員数の変更に伴い、要員数を見直しました。
・災害対策本部要員　３名⇒４名
・重要事故シーケンスに必要な要員数　10名⇒11名
・その他の事故シーケンスに必要な要員数　10名⇒11名
・全体の要員数　35名⇒36名

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.1 2次冷却系からの除熱機能喪失（SAE711-9
r.9.0）

資料全般

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.1 2次冷却系からの除熱機能喪失（SAE711
r.11.0） 資料全般

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）エネルギ
（新）エネルギー

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.1 2次冷却系からの除熱機能喪失（SAE711-9
r.9.0）

資料全般

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.1 2次冷却系からの除熱機能喪失（SAE711
r.11.0） 7.1.1-3,4

以下の記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）の確認に必要な計装設備は，
（新）この他，評価項目となるパラメータに対して，対策の有効性が確認で
きる範囲内において，操作時間には時間余裕がある。

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.1 2次冷却系からの除熱機能喪失（SAE711-9
r.9.0）

4,6

同上

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.1 2次冷却系からの除熱機能喪失（SAE711
r.11.0）

7.1.1-17,18
添7.1.1.11-5

以下の記載を追記しました。
「なお，この操作を行う運転員等は，他の操作との重複がないことから，操
作開始時間が早まっても，他の運転員等の操作時間に与える影響はない。」

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.1 2次冷却系からの除熱機能喪失（SAE711-9
r.9.0）

28
添7.1.1.11-5

同上

9

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.1 2次冷却系からの除熱機能喪失（SAE711
r.11.0） 添7.1.1.8-1

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）定検
（新）定期検査
※過去の実績等について記載している箇所は定期検査で統一

10

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.1 2次冷却系からの除熱機能喪失（SAE711-9
r.9.0）

添7.1.1.8-1

同上

11

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.1 2次冷却系からの除熱機能喪失（SAE711
r.11.0） 7.1.1-24

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）広域水位
（新）蒸気発生器水位（広域）
※過去の実績等について記載している箇所は定期検査で統一

有効性評価 7.1.1 ２次冷却系からの除熱機能喪失

1/2 2



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

12

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.1 2次冷却系からの除熱機能喪失（SAE711-9
r.9.0）

41

同上
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712 r.13.0） 7.1.2-1,48,51

下記の通り記載を適正化しました。
(旧）全てのディーゼル発電機
(新）ディーゼル発電機

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712-9 r.10.0）

2,66,69

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712 r.13.0） 7.1.2-11,48,51

下記の通り記載を適正化しました。
(旧）崩壊熱除去機能
(新）余熱除去機能

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712-9 r.10.0）

16,66,69

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712 r.13.0）

7.1.2-21

下記の通り記載を適正化しました。
(旧）その後は，主蒸気逃がし弁を用いた蒸気発生器による炉心冷却を実施
することで安定状態が確立し，
(新）その後も主蒸気逃がし弁を用いた蒸気発生器による炉心冷却を継続す
ることで安定状態が確立し，

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712-9 r.10.0）

30

同上

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712 r.13.0） 7.1.2-40

下記の通り記載を適正化しました。
(旧）可搬型大型送水ポンプ車による格納容器内自然対流冷却
(新）格納容器内自然対流冷却

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712-9 r.10.0）

57

同上

9
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712 r.13.0）

7.1.2-30～33
添7.1.2.17-6～8

「ｂ．操作条件」の記載を全般的に見直しました。

10

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712-9 r.10.0）

43～47
添7.1.2.17-7～9

同上

11

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712 r.13.0） 7.1.2-46

下記の通り記載を適正化しました。
(旧）燃料取替用水ピット水位指示16.5％
(新）燃料取替用水ピット水位指示が再循環切替水位16.5％

12

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712-9 r.10.0）

63

同上

13
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712 r.13.0） 7.1.2-56,57

フロー図を以下のとおり修正しました。
・「及び」「等」の併記を適正化しました。

14

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.2 全交流動力電源喪失（SAE712-9 r.10.0）

74,75

同上

有効性評価 7.1.2 全交流動力電源喪失

1/1 4



泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.3 原子炉補機冷却機能喪失（SAE713 r.12.0）

資料全般

災害対策本部要員数の変更に伴い、要員数を見直しました。
・災害対策本部要員　３名⇒４名
・重要事故シーケンスに必要な要員数　20名⇒21名
・その他の事故シーケンスに必要な要員数　20名⇒21名
・全体の要員数　35名⇒36名

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.3 原子炉補機冷却機能喪失（SAE713-9 r.10.0） 資料全般

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.3 原子炉補機冷却機能喪失（SAE713 r.12.0）

7.1.3-7,16

以下の下線部のとおり記載を適正化いたしました。
(旧）燃料取替用水ピット水位低下により燃料取替用水ピット水位指示が
16.5％到
(新）燃料取替用水ピット水位低下により燃料取替用水ピット水位指示が再
循環切替水位16.5％

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.3 原子炉補機冷却機能喪失（SAE713-9 r.10.0） 9,10,20

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.3 原子炉補機冷却機能喪失（SAE713 r.12.0） 7.1.3-11

以下の下線部のとおり記載を適正化いたしました。
(旧）補助給水ポンプ及び主蒸気逃がし弁を用いた２次冷却系強制冷却
(新）補助給水ポンプ及び主蒸気逃がし弁による２次冷却系強制冷却

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.3 原子炉補機冷却機能喪失（SAE713-9 r.10.0） 15

同上

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.3 原子炉補機冷却機能喪失（SAE713 r.12.0） 7.1.3-20

フロー図を以下のとおり修正しました。
・「及び」「等」の併記を適正化しました。

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.3 原子炉補機冷却機能喪失（SAE713-9 r.10.0） 24

同上

有効性評価 7.1.3 原子炉補機冷却機能喪失

1/1 5



泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.4 原子炉格納容器の除熱機能喪失（SAE714
r.10.0） 資料全般

災害対策本部要員数の変更に伴い、要員数を見直しました。
・災害対策本部要員　３名⇒４名
・重要事故シーケンスに必要な要員数　10名⇒11名
・その他の事故シーケンスに必要な要員数　10名⇒11名
・全体の要員数　35名⇒36名

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.4 原子炉格納容器の除熱機能喪失（SAE714-9
r.9.0）

資料全般

同上

3
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.4 原子炉格納容器の除熱機能喪失（SAE714
r.10.0）

資料全般
以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）エネルギ
（新）エネルギー

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.4 原子炉格納容器の除熱機能喪失（SAE714-9
r.9.0）

資料全般

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.4 原子炉格納容器の除熱機能喪失（SAE714
r.10.0） 7.1.4-2

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）高圧注入系による高圧再循環運転による炉心冷却
（新）高圧注入系を用いた高圧再循環運転による炉心冷却

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.4 原子炉格納容器の除熱機能喪失（SAE714-9
r.9.0）

3

同上

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.4 原子炉格納容器の除熱機能喪失（SAE714
r.10.0） 7.1.4-3

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）安全注入シーケンス作動状況
（新）安全注入シーケンスの作動状況

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.4 原子炉格納容器の除熱機能喪失（SAE714-9
r.9.0）

5

同上

9

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.4 原子炉格納容器の除熱機能喪失（SAE714
r.10.0） 7.1.4-4,23,24,32

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）格納容器スプレイ機能
（新）格納容器スプレイ注入機能

10

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.4 原子炉格納容器の除熱機能喪失（SAE714-9
r.9.0）

5,6,42,43,51

同上

有効性評価 7.1.4 原子炉格納容器の除熱機能喪失
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

11

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.4 原子炉格納容器の除熱機能喪失（SAE714
r.10.0）

7.1.4-17
添7.1.4.9-7

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）当該操作は，解析コード及び解析条件（操作条件を除く。）の不確か
さにより操作開始時間は遅れる可能性があるが，中央制御室で行う操作であ
り，他の操作との重複もないことから，他の操作に与える影響はない。
（新）当該操作は，解析コード及び解析条件（操作条件を除く。）の不確か
さにより操作開始時間は遅れる可能性があるが，他の操作との重複もないこ
とから，他の操作に与える影響はない。

12

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.4 原子炉格納容器の除熱機能喪失（SAE714-9
r.9.0）

31
添7.1.4.9-6

同上

13

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.4 原子炉格納容器の除熱機能喪失（SAE714
r.10.0）

7.1.4-4,18
添7.1.4.9-7

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）その結果，原子炉格納容器圧力が最高使用圧力の２倍に到達するのが
最高使用圧力到達から約8.5時間後であり，最高使用圧力の２倍に到達する
前までに格納容器内自然対流冷却を実施できれば，原子炉格納容器圧力は最
高使用圧力の２倍を下回り評価項目を満足することから，時間余裕がある。
（新）その結果，原子炉格納容器の限界圧力0.566MPa[gage]に到るまでの時
間は，最高使用圧力到達から約8.5時間後であることから，時間余裕があ
る。

14

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.4 原子炉格納容器の除熱機能喪失（SAE714-9
r.9.0）

34
添7.1.4.9-6

同上
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.5 原子炉停止機能喪失（SAE715 r.13.0）

資料全般

災害対策本部要員数の変更に伴い、要員数を見直しました。
・災害対策本部要員　３名⇒４名
・重要事故シーケンスに必要な要員数　７名⇒８名
・全体の要員数　35名⇒36名

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.5 原子炉停止機能喪失（SAE715-9 r.10.0）

資料全般

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.5 原子炉停止機能喪失（SAE715 r.13.0）

添7.1.5.8-1

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）定検
（新）定期検査
※過去の実績等について記載している箇所は定期検査で統一

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.5 原子炉停止機能喪失（SAE715-9 r.10.0）

添7.1.5.8-1

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.5 原子炉停止機能喪失（SAE715 r.13.0） 添7.1.5.9-7

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）要員の配置による他の操作に与える影響
（新）運転員等操作時間に与える影響

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.5 原子炉停止機能喪失（SAE715-9 r.10.0）

添7.1.5.9-9

同上

有効性評価 7.1.5 原子炉停止機能喪失
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.6 ECCS注水機能喪失（SAE716 r.10.0）

資料全般

災害対策本部要員数の変更に伴い、要員数を見直しました。
・災害対策本部要員　３名⇒４名
・重要事故シーケンスに必要な要員数　９名⇒10名
・その他の事故シーケンスに必要な要員数　９名⇒10名
・全体の要員数　35名⇒36名

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.6 ECCS注水機能喪失（SAE716-9 r.9.0）

資料全般

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.6 ECCS注水機能喪失（SAE716 r.10.0） 資料全般

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）エネルギ
（新）エネルギー

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.6 ECCS注水機能喪失（SAE716-9 r.9.0）

資料全般

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.6 ECCS注水機能喪失（SAE716 r.10.0） 7.1.6-2,29,30

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）補助給水ポンプ及び主蒸気逃がし弁を用いた２次冷却系強制冷却
（新）補助給水ポンプ及び主蒸気逃がし弁による２次冷却系強制冷却

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.6 ECCS注水機能喪失（SAE716-9 r.9.0）

3,52,53

同上

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.6 ECCS注水機能喪失（SAE716 r.10.0） 7.1.6-3

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）安全注入シーケンス作動状況
（新）安全注入シーケンスの作動状況

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.6 ECCS注水機能喪失（SAE716-9 r.9.0）

4

同上

9

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.6 ECCS注水機能喪失（SAE716 r.10.0）

7.1.6-25
添7.1.6.11-6

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）運転員等操作時間に与える影響として，実態の操作開始時間は解析上
の設定とほぼ同等であることから，運転員等操作時間に与える影響はない。
（新）運転員等操作時間に与える影響として，実態の操作開始時間は解析上
の設定とほぼ同等であり，操作開始時間に与える影響は小さいことから，運
転員等操作時間に与える影響も小さい。

10

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.6 ECCS注水機能喪失（SAE716-9 r.9.0）

43
添7.1.6.11-7

同上

11

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.6 ECCS注水機能喪失（SAE716 r.10.0） 7.1.6-31

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）事象の発生に伴い，原子炉がトリップ及び
（新）事象の発生に伴い，原子炉トリップ及び

12

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.6 ECCS注水機能喪失（SAE716-9 r.9.0）

54

同上

13

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.6 ECCS注水機能喪失（SAE716 r.10.0） 7.1.6-31

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）高圧注入ポンプトリップ等による運転不能，又は
（新）高圧注入ポンプトリップ等による運転不能又は

有効性評価 7.1.6 ECCS注水機能喪失
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

14

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.6 ECCS注水機能喪失（SAE716-9 r.9.0）

54

同上

15

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.6 ECCS注水機能喪失（SAE716 r.10.0） 7.1.6-32

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）格納容器水素イグナイタの運転状況を
（新）格納容器水素イグナイタの運転状態を

16

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.6 ECCS注水機能喪失（SAE716-9 r.9.0）

55

同上
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.7 ECCS再循環機能喪失（SAE717 r.10.0）

資料全般

災害対策本部要員数の変更に伴い、要員数を見直しました。
・災害対策本部要員　３名⇒４名
・重要事故シーケンスに必要な要員数　９名⇒10名
・その他の事故シーケンスに必要な要員数　９名⇒10名
・全体の要員数　35名⇒36名

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.7 ECCS再循環機能喪失（SAE717-9 r.9.0）

資料全般

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.7 ECCS再循環機能喪失（SAE717 r.10.0）

資料全般

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）エネルギ
（新）エネルギー

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.7 ECCS再循環機能喪失（SAE717-9 r.9.0）

資料全般

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.7 ECCS再循環機能喪失（SAE717 r.10.0）

7.1.7-2

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）Ｂ－格納容器スプレイポンプを用いた代替再循環
（新）Ｂ－格納容器スプレイポンプによる代替再循環

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.7 ECCS再循環機能喪失（SAE717-9 r.9.0）

3

同上

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.7 ECCS再循環機能喪失（SAE717 r.10.0）

7.1.7-3

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）安全注入シーケンス作動状況
（新）安全注入シーケンスの作動状況

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.7 ECCS再循環機能喪失（SAE717-9 r.9.0）

4

同上

9

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.7 ECCS再循環機能喪失（SAE717 r.10.0） 7.1.7-3

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）蓄圧注入系動作を確認
（新）蓄圧注入系の動作を確認

10

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.7 ECCS再循環機能喪失（SAE717-9 r.9.0）

5

同上

11

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.7 ECCS再循環機能喪失（SAE717 r.10.0）

7.1.7-3

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）格納容器スプレイ作動状況
（新）格納容器スプレイの作動状況

12

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.7 ECCS再循環機能喪失（SAE717-9 r.9.0） 5

同上

有効性評価 7.1.7 ECCS再循環機能喪失
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

13

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.7 ECCS再循環機能喪失（SAE717 r.10.0）

7.1.7-9

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）注入特性（設計値：
（新）注入特性（

14

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.7 ECCS再循環機能喪失（SAE717 r.10.0）

7.1.7-17

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）運転員
（新）運転員等

15

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.7 ECCS再循環機能喪失（SAE717-9 r.9.0）

28

同上

16

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.7 ECCS再循環機能喪失（SAE717 r.10.0）

7.1.7-22

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）Ｂ－格納容器スプレイポンプを用いた代替再循環，安定状態に向けた
対策としてＢ－格納容器スプレイポンプを用いた代替再循環及びＡ－格納容
器スプレイポンプを用いた格納容器スプレイ再循環
（新）Ｂ－格納容器スプレイポンプによる代替再循環，安定状態に向けた対
策としてＢ－格納容器スプレイポンプによる代替再循環及びＡ－格納容器ス
プレイポンプによる格納容器スプレイ再循環

17

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.7 ECCS再循環機能喪失（SAE717-9 r.9.0）

37

同上

18

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.7 ECCS再循環機能喪失（SAE717 r.10.0）

7.1.7-23

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）Ｂ－格納容器スプレイポンプを用いた代替再循環，Ａ－格納容器スプ
レイポンプを用いた格納容器スプレイ再循環等
（新）Ｂ－格納容器スプレイポンプによる代替再循環，Ａ－格納容器スプレ
イポンプによる格納容器スプレイ再循環等

19

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.7 ECCS再循環機能喪失（SAE717-9 r.9.0）

38

同上

20

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.7 ECCS再循環機能喪失（SAE717 r.10.0） 添7.1.7.3-2

添7.1.7.6-5

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）最小保有水量
（新）最低保有水量

21

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.7 ECCS再循環機能喪失（SAE717-9 r.9.0）

添7.1.7.3-1
添7.1.7.6-4

同上

22

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.7 ECCS再循環機能喪失（SAE717 r.10.0）

添7.1.7.6-6

以下の記載を追記しました
「なお，この操作を行う運転員等は，他の操作との重複がないことから，操
作開始時間が早まっても，他の運転員等の操作時間に与える影響はない。」

23

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.7 ECCS再循環機能喪失（SAE717-9 r.9.0） 添7.1.7.6-6

同上
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718 r.13.0） 7.1.8-3,7

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）安全注入シーケンス作動状況
（新）安全注入シーケンスの作動状況

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718-9 r.11.0）

5,11

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718 r.13.0）

7.1.8-35～37
添7.1.8.13-11～14

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）運転員等操作時間に与える影響として，実態の操作開始時間は解析上
の設定とほぼ同等であることから，運転員等操作時間に与える影響はない。
（新）運転員等操作時間に与える影響として，実態の操作開始時間は解析上
の設定とほぼ同等であり，操作開始時間に与える影響は小さいことから，運
転員等操作時間に与える影響も小さい。

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718-9 r.11.0）

50～54
添7.1.8.13-11～14

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718 r.13.0） 7.1.8-35～37

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）遅くなる可能性
（新）遅れる可能性

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718-9 r.11.0）

50～54

同上

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718 r.13.0）

7.1.8-36

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）現場の操作であるが，運転員等操作時間に与える影響として，実態の
操作開始時間は想定上の設定とほぼ同等であることから，運転員等操作時間
に与える影響はない。
（新）現場の操作であるが，この操作を行う運転員等は，他の操作との重複
がないことから，他の運転員等の操作時間に与える影響はない。

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718-9 r.11.0）

52

同上

9

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718 r.13.0） 7.1.8-44

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）加圧器逃がし弁の開操作による１次冷却系の減圧
（新）加圧器逃がし弁の開操作による１次冷却系の減温，減圧

10

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718-9 r.11.0）

66

同上

11

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718 r.13.0） 7.1.8-46

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）１次冷却系保有水量の減少を抑制するために，
（新）１次冷却系保有水量の減少を抑制するために

12

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718-9 r.11.0）

67

同上

13

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718 r.13.0） 7.1.8-62,65

添7.1.8.19-2

フロー図を以下のとおり修正しました。
・余熱除去系からの漏えい確認パラメータを本文記載と統一
・「及び」「等」の併記を適正化しました。

有効性評価 7.1.8 格納容器バイパス
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

14

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718-9 r.11.0）

83,86
添7.1.8.19-2

同上

15

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718 r.13.0） 添7.1.8.7-1

添7.1.8.11-1

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）定検
（新）定期検査
※過去の実績等について記載している箇所は定期検査で統一

16

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718-9 r.11.0）

添7.1.8.7-1
添7.1.8.11-1

同上

17

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718 r.13.0） 添7.1.8.19-51

単位を適正化しました。（下線部参照）
（旧）㎥
（新）㎡

18

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718-9 r.11.0）

添7.1.8.19-49

同上

19

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718 r.13.0） 添7.1.8.19-52

単位を適正化しました。（下線部参照）

（旧）濃度勾配（m2/s）

（新）濃度勾配（mol/m2s）

20

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718-9 r.11.0）

添7.1.8.19-50

同上

21

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718 r.13.0） 添7.1.8.19-52、53

以下の通り記載する数値を統一しました。（下線部参照）

（旧）：大気圧（1.01×105 Pa）
（新）：大気圧（101325 Pa）

22
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.1.8 格納容器バイパス（SAE718 r.13.0） 添7.1.8.19-50、51

同上
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P r.10.0）

7.2.1.1-23

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）本評価事故シーケンスでは，炉心損傷後の１次系内核分裂生成物挙動
を操作開始の起点としている運転員等操作はないことから，運転員等操作時
間に与える影響はない。
（新）炉心損傷後の１次系内核分裂生成物挙動を操作開始の起点としている
運転員等操作はないことから，運転員等操作時間に与える影響はない。

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P-9 r.10.0）

33

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P r.10.0） 7.2.1.1-32

添7.2.1.1.23-8

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）運転員
（新）運転員等

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P-9 r.10.0）

44
添7.2.1.1.23-8

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P r.10.0）

7.2.1.1-32
添7.2.1.1.23-9

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）また，格納容器内自然対流冷却の操作時間は時間余裕を含めて設定し
ていることから，実態の操作開始時間は解析上の設定とほぼ同等であり，操
作開始時間に与える影響は小さいことから，運転員等操作時間に与える影響
も小さい。
（新）また，格納容器内自然対流冷却の操作時間は時間余裕を含めて設定さ
れており，格納容器内自然対流冷却の開始時間も早まる可能性があることか
ら，運転員等操作時間に対する余裕は大きくなる。
なお，この操作を行う運転員等は，他の操作との重複がないことから，操作
開始時間が早まっても，他の運転員等の操作時間に与える影響はない。

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P-9 r.10.0）

45
添7.2.1.1.23-9

同上

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P r.10.0） 7.2.1.1-32,33

添7.2.1.1.23-9,10

以下の記載を追加しました。（下線部参照）
「なお，この操作を行う運転員等は，他の操作との重複がないことから，操
作開始時間が早まっても，他の運転員等の操作時間に与える影響はない。」

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P-9 r.10.0）

46
添7.2.1.1.23-9,10

同上

9
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P r.10.0） 7.2.1.1-55

フロー図を以下のとおり修正しました。
・「及び」「等」の併記を適正化しました。

10

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P-9 r.10.0）

73

同上

11
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P r.10.0） 添7.2.1.1.23-3

解析コードにおける重要現象の不確かさの影響評価において、FP挙動に関す
る不確かさの記載を過圧破損同様、加えました。

有効性評価 7.2.1.1 雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧破損）
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

12

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P-9 r.10.0）

添7.2.1.1.23-3

同上

13
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P r.10.0） 添7.2.1.1.24-3

電源に関する評価を最新化しました。

14

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.1.1 格納容器過圧破損（SAE721P-9 r.10.0）

添7.2.1.1.24-3

同上
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T r.9.0）

資料全般

災害対策本部要員数の変更に伴い、要員数を見直しました。
・災害対策本部要員　３名⇒４名
・評価事故シーケンスに必要な要員数　20名⇒21名
・その他の事故シーケンスに必要な要員数　20名⇒21名
・全体の要員数　35名⇒36名

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T-9 r.8.0）

資料全般

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T r.9.0） 資料全般

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）エネルギ
（新）エネルギー

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T-9 r.8.0）

資料全般

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T r.9.0） 資料全般

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）原子炉下部キャビティ室
（新）原子炉下部キャビティ

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T-9 r.8.0）

資料全般

同上

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T r.9.0） 7.2.1.2-5

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）低圧注入系及び高圧注入系の動作不能の確認に必要
（新）低圧注入系及び高圧注入系の動作不能を確認するために必要

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T-9 r.8.0）

7

同上

9

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T r.9.0） 7.2.1.2-6

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）格納容器スプレイ自動作動の確認に必要
（新）格納容器スプレイの自動作動を確認するために必要

10

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T-9 r.8.0）

8

同上

11

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T r.9.0） 7.2.1.2-13

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）原子炉系，原子炉格納容器系
（新）原子炉系及び原子炉格納容器系

12

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T-9 r.8.0）

17

同上

13

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T r.9.0） 7.2.1.2-18

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）事象発生の約45時間後に最高値約0.347MPa[gage]となり，
（新）事象発生の約45時間後に最大値約0.347MPa[gage]となり，

14

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T-9 r.8.0）

25

同上

15
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T r.9.0） 7.2.1.2-23～26

解析コードにおける重要現象の不確かさの影響評価において、FP挙動に関す
る不確かさの記載を過圧破損同様、加えました。

有効性評価 7.2.1.2 雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過温破損）
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

16

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T-9 r.8.0）

34～36,38,39

同上

17

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T r.9.0） 7.2.1.2-29,30

添7.2.1.2.10-9,10

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）運転員
（新）運転員等

18

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T-9 r.8.0）

45
添7.2.1.2.10-9,10

同上

19

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T r.9.0）

7.2.1.2-30,31
添7.2.1.2.10-11

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）また，格納容器内自然対流冷却の操作時間は時間余裕を含めて設定し
ていることから，実態の操作開始時間は解析上の設定とほぼ同等であり，操
作開始時間に与える影響は小さいことから，運転員等操作時間に与える影響
も小さい。
（新）また，格納容器内自然対流冷却の操作時間は時間余裕を含めて設定さ
れており，格納容器内自然対流冷却の開始時間も早まる可能性があることか
ら，運転員等操作時間に対する余裕は大きくなる。
なお，この操作を行う運転員等は，他の操作との重複がないことから，操作
開始時間が早まっても，他の運転員等の操作時間に与える影響はない。

20

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T-9 r.8.0）

46
添7.2.1.2.10-11

同上

21

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T r.9.0） 7.2.1.2-37

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）原子炉格納容器雰囲気温度が徐々に上昇し，
（新）原子炉格納容器内の雰囲気温度が徐々に上昇し，

22

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T-9 r.8.0）

57

同上

23

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T r.9.0）

7.2.1.2-38

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）加圧器逃がし弁を用いた１次冷却系強制減圧，代替格納容器スプレイ
ポンプを用いた代替格納容器スプレイ及びＣ，Ｄ－格納容器再循環ユニット
を用いた格納容器内自然対流冷却，
（新）加圧器逃がし弁による１次冷却系強制減圧，代替格納容器スプレイポ
ンプによる代替格納容器スプレイ及びＣ，Ｄ－格納容器再循環ユニットによ
る格納容器内自然対流冷却

24

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T-9 r.8.0）

58

同上

25
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T r.9.0） 7.2.1.2-53

フロー図を以下のとおり修正しました。
・「及び」「等」の併記を適正化しました。

26

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T-9 r.8.0）

74

同上

27
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T r.9.0） 添7.2.1.2.11-3

電源に関する評価を最新化しました。
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

28

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T-9 r.8.0）

添7.2.1.2.11-3

同上

29

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.1.2 格納容器過温破損（SAE721T r.9.0） 添7.2.1.2.11-1

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）時間評価　　＜枯渇時間＞
（新）時間評価（燃料取替用水ピット水が枯渇するまでの時間評価）

3/3 19



泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱
（SAE722 r.10.0）

7.2.2-23,24

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）加圧器逃がし弁を用いた１次冷却系強制減圧，代替格納容器スプレイ
ポンプを用いた代替格納容器スプレイ及び格納容器再循環ユニットを用いた
格納容器内自然対流冷却
（新）加圧器逃がし弁による１次冷却系強制減圧，代替格納容器スプレイポ
ンプによる代替格納容器スプレイ及び格納容器再循環ユニットによる格納容
器内自然対流冷却

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱
（SAE722-9 r.9.0）

53

同上

3
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱
（SAE722 r.10.0）

添7.2.2.5-1
図１中にノード２を追記しました。

有効性評価 7.2.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
（SAE723 r.9.0） 資料全般

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）エネルギ
（新）エネルギー

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
（SAE723-9 r.9.0）

資料全般

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
（SAE723 r.9.0） 資料全般

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）原子炉下部キャビティ室
（新）原子炉下部キャビティ

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
（SAE723-9 r.9.0）

資料全般

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
（SAE723 r.9.0） 7.2.3-5,16

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）代替格納容器スプレイポンプによる代替格納容器スプレイによる注水
（新）代替格納容器スプレイポンプを用いた代替格納容器スプレイによる注
水

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
（SAE723-9 r.9.0）

8,29

同上

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
（SAE723 r.9.0） 7.2.3-5

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）代替格納容器スプレイポンプを用いた代替格納容器スプレイ
（新）代替格納容器スプレイポンプによる代替格納容器スプレイ

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
（SAE723-9 r.9.0）

8

同上

有効性評価 7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

9

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
（SAE723 r.9.0）

7.2.3-7

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）原子炉系，原子炉格納容器系
（新）原子炉系及び原子炉格納容器系

10

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
（SAE723-9 r.9.0）

10

同上

11

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
（SAE723 r.9.0） 7.2.3-7

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）同じ
（新）同様

12

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
（SAE723-9 r.9.0）

10

同上

13

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
（SAE723 r.9.0） 7.2.3-16

「また，安定状態を維持できる。」の記載箇所を他のシーケンスと同様に
「その結果，～」のパラグラフに変更しました。

14

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
（SAE723-9 r.9.0）

30

同上

15

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
（SAE723 r.9.0） 7.2.3-17

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）代替格納容器スプレイポンプを用いた代替格納容器スプレイ及び格納
容器再循環ユニットを用いた格納容器内自然対流冷却
（新）代替格納容器スプレイポンプによる代替格納容器スプレイ及び格納容
器再循環ユニットによる格納容器内自然対流冷却

16

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
（SAE723-9 r.9.0）

31

同上

17

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
（SAE723 r.9.0） 添7.2.3.1-15

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）パラメーター
（新）パラメータ

18

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用
（SAE723-9 r.9.0）

添7.2.3.1-14

同上
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.4 水素燃焼（SAE724 r.10.0） 7.2.4-1

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）格納容器スプレイ機能
（新）格納容器スプレイ注入機能

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.4 水素燃焼（SAE724-9 r.9.0）

1

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.4 水素燃焼（SAE724 r.10.0） 7.2.4-5

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）格納容器スプレイ自動作動
（新）格納容器スプレイの自動作動

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.4 水素燃焼（SAE724-9 r.9.0）

7

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.4 水素燃焼（SAE724 r.10.0） 7.2.4-42

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）‘
（新）’

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.4 水素燃焼（SAE724-9 r.9.0）

58

同上

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.4 水素燃焼（SAE724 r.10.0） 添7.2.4.3-7

添7.2.4.5-3

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）EL.
（新）T.P.

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.4 水素燃焼（SAE724-9 r.9.0）

添7.2.4.3-6
添7.2.4.5-3

同上

9

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.4 水素燃焼（SAE724 r.10.0） 添7.2.4.5-8

添7.2.4.11-9

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）ton
（新）t

10

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.4 水素燃焼（SAE724-9 r.9.0）

添7.2.4.5-7
添7.2.4.11-8

同上

11

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.4 水素燃焼（SAE724 r.10.0） 添7.2.4.11-6

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）ポロシティ
（新）空隙率

12

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.4 水素燃焼（SAE724 r.10.0） 添7.2.4.11-11

以下の脱字を修正しました。（下線部参照）
（旧）GGLOMERATED
（新）AGGLOMERATED

13

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.4 水素燃焼（SAE724-9 r.9.0）

添7.2.4.11-14

同上

有効性評価 7.2.4 水素燃焼
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.2.5 溶融炉心・コンクリート相互作用（SAE725
r.12.0） 7.2.5-10,12

解析コードにおける重要現象の不確かさの影響評価において、FP挙動に関す
る不確かさの記載を過圧破損同様、加えました。

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.2.5 溶融炉心・コンクリート相互作用（SAE725-9
r.10.0）

19,22

同上

有効性評価 7.2.5 溶融炉心・コンクリート相互作用
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.1 想定事故１（SAE731 r.10.0）

資料全般

災害対策本部要員数の変更に伴い、要員数を見直しました。
・災害対策本部要員　３名⇒４名
・想定事故１に必要な要員数　19名⇒20名
・全体の要員数　33名⇒34名

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.3.1 想定事故１（SAE731-9 r.10.0）

資料全般

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.1 想定事故１（SAE731 r.10.0）

資料全般

燃料評価及び注水手順の見直しに伴い可搬型大型送水ポンプ車の注水流量を
以下の通り見直しました。（下線部参照）

（旧）47m3/h

（新）25m3/h

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.3.1 想定事故１（SAE731-9 r.10.0）

資料全般

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.1 想定事故１（SAE731 r.10.0） 7.3.1-7,21

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）事象発生約6.6時間後
（新）事象発生の約6.6時間後

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.3.1 想定事故１（SAE731-9 r.10.0）

7,24

同上

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.1 想定事故１（SAE731 r.10.0） 7.3.1-9

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）小さくなり，使用済燃料ピット水温の上昇が緩やかになるため
（新）小さくなるため使用済燃料ピット水温の上昇が緩やかになり，

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.3.1 想定事故１（SAE731-9 r.10.0）

10

同上

9

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.1 想定事故１（SAE731 r.10.0） 7.3.1-14

添7.3.1.4-4

以下の記載を追記しました。
「なお，この操作を行う運転員等は，他の操作との重複がないことから，操
作開始時間が早まっても，他の運転員等の操作時間に与える影響はない。」

10

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.3.1 想定事故１（SAE731-9 r.10.0）

15
添7.3.1.4-4

同上

11

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.1 想定事故１（SAE731 r.10.0） 7.3.1-22,24,25

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）想定事故１
（新）「想定事故１」

12

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.3.1 想定事故１（SAE731-9 r.10.0）

25,27,28

同上

13

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.1 想定事故１（SAE731 r.10.0） 添付資料7.3.1.2

添付資料7.3.1.6

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）定検／定期検査
（新）定期事業者検査
※ただし、過去の実績等について記載している箇所は定期検査で統一

14

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.3.1 想定事故１（SAE731-9 r.10.0）

添付資料7.3.1.2
添付資料7.3.1.6

同上

有効性評価 7.3.1 想定事故１
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

15

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.1 想定事故１（SAE731 r.10.0） 添7.3.1.2-19

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）エネルギ
（新）エネルギー

16

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.3.1 想定事故１（SAE731-9 r.10.0）

添7.3.1.2-21

同上

17

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.1 想定事故１（SAE731 r.10.0）

添7.3.1.2-37

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）サイフォンブレーカから水が出ていることは、図４に示すとおり器具
により確認できる。これによりサイフォンブレーカの閉塞が疑われる場合
は、器具を用いて閉塞していないことを確認する。
（新）サイフォンブレーカから水が出ていることは、目視による確認により
サイフォンブレーカの閉塞が疑われる場合、図４に示すとおり器具を用いて
閉塞していないことを確認する。

18

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.3.1 想定事故１（SAE731-9 r.10.0）

添7.3.1.2-40

同上

19

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.1 想定事故１（SAE731 r.10.0） 7.3.1-19

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）使用済燃料ピット冷却機能の故障を確認した場合は,
（新）使用済燃料ピット冷却機能の故障を確認した場合，

20
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.1 想定事故１（SAE731 r.10.0） 22

同上

21

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.1 想定事故１（SAE731 r.10.0） 添7.3.1.6-1

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）外部電源の喪失
（新）外部電源喪失

22

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.3.1 想定事故１（SAE731-9 r.10.0）

添7.3.1.6-1

同上
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.2 想定事故２（SAE732 r.10.0）

資料全般

災害対策本部要員数の変更に伴い、要員数を見直しました。
・災害対策本部要員　３名⇒４名
・想定事故１に必要な要員数　19名⇒20名
・全体の要員数　33名⇒34名

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.3.2 想定事故２（SAE732-9 r.10.0）

資料全般

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.2 想定事故２（SAE732 r.10.0）

資料全般

燃料評価及び注水手順の見直しに伴い可搬型大型送水ポンプ車の注水流量を
以下の通り見直しました。（下線部参照）

（旧）47m3/h

（新）25m3/h

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.3.2 想定事故２（SAE732-9 r.10.0）

資料全般

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.2 想定事故２（SAE732 r.10.0） 7.3.2-7,19

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）事象発生約5.8時間後
（新）事象発生の約5.8時間後

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.3.2 想定事故２（SAE732-9 r.10.0）

8,25

同上

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.2 想定事故２（SAE732 r.10.0） 7.3.2-13

添7.3.2.4-4

以下の記載を追記しました。
「なお，この操作を行う運転員等は，他の操作との重複がないことから，操
作開始時間が早まっても，他の運転員等の操作時間に与える影響はない。」

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.3.2 想定事故２（SAE732-9 r.10.0）

17
添7.3.2.4-6

同上

9

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.2 想定事故２（SAE732 r.10.0） 7.3.2-20,22,23

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）想定事故２
（新）「想定事故２」

10

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.3.2 想定事故２（SAE732-9 r.10.0）

26,28,29

同上

11

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.2 想定事故２（SAE732 r.10.0）

添付資料7.3.2.5

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）定検
（新）定期事業者検査

12
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.3.2 想定事故２（SAE732 r.10.0） 添付資料7.3.2.5

同上

有効性評価 7.3.2 想定事故２

1/1 27



泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.1 崩壊熱除去機能喪失（SAE741 r.9.0）

資料全般

災害対策本部要員数の変更に伴い、要員数を見直しました。
・災害対策本部要員　３名⇒４名
・重要事故シーケンスに必要な要員数　10名⇒11名
・その他の事故シーケンスに必要な要員数　20名⇒21名
・全体の要員数　35名⇒36名

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.4.1 崩壊熱除去機能喪失（SAE741-9 r.8.0）

資料全般

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.1 崩壊熱除去機能喪失（SAE741 r.9.0） 資料全般

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）エネルギ
（新）エネルギー

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.4.1 崩壊熱除去機能喪失（SAE741-9 r.8.0）

資料全般

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.1 崩壊熱除去機能喪失（SAE741 r.9.0）

資料全般

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）定検／定期検査
（新）定期事業者検査
※ただし、過去の実績等について記載している箇所は定期検査で統一

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.4.1 崩壊熱除去機能喪失（SAE741-9 r.8.0）

資料全般

同上

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.1 崩壊熱除去機能喪失（SAE741 r.9.0） 7.4.1-15

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）重大事故等対策時における必要な要員は
（新）重大事故等対策時における必要な要員は，

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.4.1 崩壊熱除去機能喪失（SAE741-9 r.8.0）

28

同上

9

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.1 崩壊熱除去機能喪失（SAE741 r.9.0） 7.4.1-16

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）炉心注水
（新）代替炉心注水

10

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.4.1 崩壊熱除去機能喪失（SAE741-9 r.8.0）

28

同上

11

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.1 崩壊熱除去機能喪失（SAE741 r.9.0）

7.4.1-17

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）格納容器スプレイポンプを用いた代替再循環及び格納容器スプレイ並
びに格納容器再循環ユニットを用いた格納容器内自然対流冷却による除熱手
段を整備している。
（新）格納容器スプレイポンプによる代替再循環及び格納容器スプレイ並び
に格納容器再循環ユニットによる格納容器内自然対流冷却を整備している。

12

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.4.1 崩壊熱除去機能喪失（SAE741-9 r.8.0）

31

同上

13

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.1 崩壊熱除去機能喪失（SAE741 r.9.0） 7.4.1-17

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）代替格納容器スプレイポンプを用いた炉心注水
（新）代替格納容器スプレイポンプによる炉心注水

有効性評価 7.4.1 崩壊熱除去機能喪失（余熱除去系の故障による停止時冷却機能喪失）
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

14

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.4.1 崩壊熱除去機能喪失（SAE741-9 r.8.0）

31

同上

15

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.1 崩壊熱除去機能喪失（SAE741 r.9.0） 添7.4.1.9-1

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）高圧注入ポンプを用いた高圧再循環運転
（新）高圧注入ポンプによる高圧再循環運転

16

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.4.1 崩壊熱除去機能喪失（SAE741-9 r.8.0）

添7.4.1.9-1

同上
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.2 全交流動力電源喪失（SAE742 r.9.0）

資料全般

災害対策本部要員数の変更に伴い、要員数を見直しました。
・災害対策本部要員　３名⇒４名
・重要事故シーケンスに必要な要員数　20名⇒21名
・全体の要員数　35名⇒36名

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.4.2 全交流動力電源喪失（SAE742-9 r.8.0）

資料全般

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.2 全交流動力電源喪失（SAE742 r.9.0）

資料全般

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）定検／定期検査
（新）定期事業者検査
※ただし、過去の実績等について記載している箇所は定期検査で統一

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.4.2 全交流動力電源喪失（SAE742-9 r.8.0）

資料全般

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.2 全交流動力電源喪失（SAE742 r.9.0） 7.4.2-4

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）被ばく低減対策のため，
（新）被ばく低減対策として，

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.4.2 全交流動力電源喪失（SAE742-9 r.8.0）

6

同上

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.2 全交流動力電源喪失（SAE742 r.9.0） 7.4.2-9

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）事象発生25分
（新）事象発生の25分

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.4.2 全交流動力電源喪失（SAE742-9 r.8.0）

12

同上

9

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.2 全交流動力電源喪失（SAE742 r.9.0） 7.4.2-10

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）燃料は冠水を維持する。
（新）燃料は冠水維持される。

10

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.4.2 全交流動力電源喪失（SAE742-9 r.8.0）

14

同上

11

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.2 全交流動力電源喪失（SAE742 r.9.0） 7.4.2-11

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）格納容器再循環ユニットによる格納容器内自然対流冷却
（新）格納容器再循環ユニットを用いた格納容器内自然対流冷却

12

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.4.2 全交流動力電源喪失（SAE742-9 r.8.0）

15

同上

13

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.2 全交流動力電源喪失（SAE742 r.9.0） 7.4.2-17

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）炉心注水する手段
（新）炉心注水

14

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.4.2 全交流動力電源喪失（SAE742-9 r.8.0）

33

同上

有効性評価 7.4.2 全交流動力電源喪失
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

15

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.2 全交流動力電源喪失（SAE742 r.9.0）

7.4.2-18

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）格納容器再循環ユニットを用いた格納容器内自然対流冷却による原子
炉格納容器除熱手段を整備している。
（新）格納容器再循環ユニットによる格納容器内自然対流冷却を整備してい
る。

16

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.4.2 全交流動力電源喪失（SAE742-9 r.8.0）

33

同上

17

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.2 全交流動力電源喪失（SAE742 r.9.0） 7.4.2-20

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）被ばく低減対策のため
（新）被ばく低減対策として

18

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.4.2 全交流動力電源喪失（SAE742-9 r.8.0）

36

同上

19

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.2 全交流動力電源喪失（SAE742 r.9.0） 7.4.2-5,18,21

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）Ａ－高圧注入ポンプ（海水冷却）
（新）Ａ－高圧注入ポンプ

20

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.4.2 全交流動力電源喪失（SAE742-9 r.8.0）

37

同上

21
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.2 全交流動力電源喪失（SAE742 r.9.0） 添7.4.2.8-3

電源に関する評価を最新化しました。

22

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.4.2 全交流動力電源喪失（SAE742-9 r.8.0）

添7.4.2.8-3

同上

2/2 31



泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.3 原子炉冷却材の流出（SAE743 r.9.0）

資料全般

災害対策本部要員数の変更に伴い、要員数を見直しました。
・災害対策本部要員　３名⇒４名
・重要事故シーケンスに必要な要員数　９名⇒10名
・その他の事故シーケンスに必要な要員数　９名⇒10名
・全体の要員数　35名⇒36名

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.4.3 原子炉冷却材の流出（SAE743-9 r.8.0）

資料全般

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.3 原子炉冷却材の流出（SAE743 r.9.0）

資料全般

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）定検／定期検査
（新）定期事業者検査
※ただし、過去の実績等について記載している箇所は定期検査で統一

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.4.3 原子炉冷却材の流出（SAE743-9 r.8.0）

資料全般

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.3 原子炉冷却材の流出（SAE743 r.9.0）

7.4.3-5

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）燃料取出前のミッドループ運転時の状態が評価項目である燃料有効長
頂部の冠水
（新）燃料取出前のミッドループ運転時の状態が燃料有効長頂部の冠水

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.4.3 原子炉冷却材の流出（SAE743-9 r.8.0）

7

同上

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.3 原子炉冷却材の流出（SAE743 r.9.0） 7.4.3-7

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）外部電源は使用できないものとする。
（新）外部電源は使用できないものと仮定する。

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.4.3 原子炉冷却材の流出（SAE743-9 r.8.0）

10

同上

9

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.3 原子炉冷却材の流出（SAE743 r.9.0） 7.4.3-9

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）１次冷却材の密度の低下
（新）１次冷却材密度の低下

10

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.4.3 原子炉冷却材の流出（SAE743-9 r.8.0）

12

同上

11

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.3 原子炉冷却材の流出（SAE743 r.9.0） 7.4.3-10

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）格納容器再循環ユニットによる格納容器内自然対流冷却
（新）格納容器再循環ユニットを用いた格納容器内自然対流冷却

12

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.4.3 原子炉冷却材の流出（SAE743-9 r.8.0）

13

同上

13

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.3 原子炉冷却材の流出（SAE743 r.9.0） 7.4.3-10

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）Ａ－格納容器スプレイポンプによる格納容器スプレイ
（新）Ａ－格納容器スプレイポンプを用いた格納容器スプレイ

有効性評価 7.4.3 原子炉冷却材の流出

1/2 32



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

14

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.4.3 原子炉冷却材の流出（SAE743-9 r.8.0）

13

同上

15

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.3 原子炉冷却材の流出（SAE743 r.9.0）

7.4.3-14,24
添7.4.3.2-1
添7.4.3.8-5

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）余熱除去ポンプ機能喪失後20分
（新）余熱除去機能喪失の20分後

16

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.4.3 原子炉冷却材の流出（SAE743-9 r.8.0）

22,34
添7.4.3.2-1
添7.4.3.8-6

同上

17

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.3 原子炉冷却材の流出（SAE743 r.9.0）

7.4.3-14
添7.4.3.8-5

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）運転員等操作時間に与える影響として，実態の操作開始時間は解析上
の設定とほぼ同等であることから，運転員等操作時間に与える影響はない。
（新）運転員等操作時間に与える影響として，実態の操作開始時間は解析上
の設定とほぼ同等であり，操作開始時間に与える影響は小さいことから，運
転員等操作時間に与える影響も小さい。

18

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.4.3 原子炉冷却材の流出（SAE743-9 r.8.0）

22
添7.4.3.8-6

同上

19

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.3 原子炉冷却材の流出（SAE743 r.9.0） 7.4.3-14

添7.4.3.8-5

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）遅くなる可能性
（新）遅れる可能性

20

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.4.3 原子炉冷却材の流出（SAE743-9 r.8.0）

22
添7.4.3.8-6

同上

21
泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.3 原子炉冷却材の流出（SAE743 r.9.0） 7.4.3-21

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）炉心水位を回復させるため，充てんポンプにより
（新）充てんポンプにより

22

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.4.3 原子炉冷却材の流出（SAE743-9 r.8.0）

31

同上

23

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.4.3 原子炉冷却材の流出（SAE743-9 r.8.0）

添7.4.3.4-1

大飯の記載を適正化しました。
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.4 反応度の誤投入（SAE744 r.9.0）

資料全般

災害対策本部要員数の変更に伴い、要員数を見直しました。
・災害対策本部要員　３名⇒４名
・重要事故シーケンスに必要な要員数　７名⇒８名
・全体の要員数　35名⇒36名

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.4.4 反応度の誤投入（SAE744-9 r.8.0）

資料全般

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.4 反応度の誤投入（SAE744 r.9.0）

7.4.4-3

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）未臨界状態の維持確認に必要な計装設備
（新）未臨界状態の維持を確認するために必要な計装設備

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.4.4 反応度の誤投入（SAE744-9 r.8.0）

4

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.4 反応度の誤投入（SAE744 r.9.0）

7.4.4-4

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）定期検査
（新）定期事業者検査

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.4.4 反応度の誤投入（SAE744-9 r.8.0）

5

同上

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.4 反応度の誤投入（SAE744 r.9.0）

7.4.4-10
添7.4.4.10-4

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）運転員等操作時間に与える影響として，実態の操作開始時間は解析上
の設定とほぼ同等であることから，運転員等操作時間に与える影響はない。
（新）運転員等操作時間に与える影響として，実態の操作開始時間は評価上
の設定とほぼ同等であり，操作開始時間に与える影響は小さいことから，運
転員等操作時間に与える影響も小さい。

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.4.4 反応度の誤投入（SAE744-9 r.8.0）

17
添7.4.4.10-5

同上

9

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.4 反応度の誤投入（SAE744 r.9.0） 7.4.4-10

添7.4.4.10-4

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）早まる若しくは遅くなる可能性
（新）遅れる可能性

10

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.4.4 反応度の誤投入（SAE744-9 r.8.0）

17
添7.4.4.10-5

同上

11

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.4 反応度の誤投入（SAE744 r.9.0）

添付資料7.4.4.2

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）定検
（新）定期事業者検査

12

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.4.4 反応度の誤投入（SAE744-9 r.8.0）

添付資料7.4.4.2

同上

有効性評価 7.4.4 反応度の誤投入
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

13

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.4.4 反応度の誤投入（SAE744 r.9.0）

添7.4.4.4-1

以下の記載の適正化を行いました。（下線部参照）
（旧）解析上
（新）評価上

14

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.4.4 反応度の誤投入（SAE744-9 r.8.0）

添7.4.4.4-1

同上
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.5 必要な要員及び資源の評価（SAE750 r.7.0）

資料全般

災害対策本部要員数の変更に伴い、要員数を見直しました。
・災害対策本部要員　３名⇒４名
・重要事故シーケンス等に必要な要員数　＋１名
・その他の事故シーケンスに必要な要員数　＋１名
・初動体制の要員数（原子炉容器に燃料が装荷されている場合）　35名⇒36
名
・初動体制の要員数（原子炉容器に燃料が装荷されていない場合）　33名⇒
34名

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.5 必要な要員及び資源の評価（SAE750-9 r.7.0） 資料全般

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.5 必要な要員及び資源の評価（SAE750 r.7.0） 7.5-7

最も燃料の消費量が厳しくなる事故シーケンスグループ等に「7.1.5 原子炉
停止機能喪失」を追記しました。

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.5 必要な要員及び資源の評価（SAE750-9 r.7.0） 10

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.5 必要な要員及び資源の評価（SAE750 r.7.0）

7.5-8

最も燃料の消費量が厳しくなる事故シーケンスグループ等に，「7.1.3 原子
炉補機冷却機能喪失」，「7.2.1.1 格納容器過圧破損」，「7.2.1.2 格納容
器過温破損」，「7.2.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱」，
「7.2.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用」，「7.2.5 溶融炉
心・コンクリート相互作用」及び「7.4.2 全交流動力電源喪失」を追記しま
した。

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.5 必要な要員及び資源の評価（SAE750-9 r.7.0） 11

同上

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.5 必要な要員及び資源の評価（SAE750 r.7.0）

7.5-9

最も負荷が厳しくなる事故シーケンスグループ等に，「7.1.3 原子炉補機冷
却機能喪失」を追記しました。

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.5 必要な要員及び資源の評価（SAE750-9 r.7.0） 13

同上

9

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.5 必要な要員及び資源の評価（SAE750 r.7.0） 7.5-9

添7.5.3.1-3

以下の通り記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）約1,638kW
（新）約1,645kW

10

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.5 必要な要員及び資源の評価（SAE750-9 r.7.0）

13
添7.5.3.1-3

同上

有効性評価 7.5.  必要な要員及び資源の評価
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

11

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
7.5 必要な要員及び資源の評価（SAE750 r.7.0）

添7.5.3.1-3

以下の誤記を修正しました。（下線部参照）
（旧）5.4時間
（新）約7.4時間

12

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
7.5 必要な要員及び資源の評価（SAE750-9 r.7.0） 添7.5.3.1-3

同上
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7）

1-5

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）解釈１－１(a)に示されている必ず想定する事故シーケンスグループ
との関係及び解釈１－２に示されている要件との関係等
（新）解釈１－１(a)に示されている必ず想定する事故シーケンスグループ
との関係，解釈１－２に示されている要件との関係等

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37条 付録1-1-4

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7） 1-10

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）炉心損傷頻度又は影響度等
（新）炉心損傷頻度，影響度等

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37条 付録1-1-16

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7） 1-29

第1-7表のタイトルについて以下の脱字を修正しました。（下線部参照）
（旧）内部事象，地震，津波
（新）内部事象，地震，津波PRA

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37条 付録1-1-53

同上

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7） 1-29

以下の脱字を修正しました。（下線部参照）
（旧）大破断LOCAを上回るLOCA（Excess LOCA）
（新）大破断LOCAを上回る規模のLOCA（Excess LOCA）

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37条 付録1-1-53

同上

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7） 2-4

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）地震，津波及びその他の外部事象等
（新）地震，津波，その他の外部事象等

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37条 付録1-2-6

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7） 2-6

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）定期検査
（新）定期事業者検査

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37条 付録1-2-13

同上

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

2/4 39



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

全般

以下の誤記を修正しました。（下線部参照）
（旧）37条 付録1-3-1-XX（フッターページ表記）
（新）37条 付録1-3-XX（フッターページ表記）

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7）

3-2,11,13,14,15

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）定期検査
（新）定期事業者検査

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37条 付録1-3-2,17,21,22,23

同上

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7） 3-6

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）～弁の誤作動等～
（新）～弁の誤動作等～

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37条 付録1-3-13

同上

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7） 3-16

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）第3-4図　停止時PRAにおけるイベントツリー
（新）第3-4図　内部事象停止時レベル１PRAイベントツリー

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37条 付録1-3-24

同上

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

3/4 40



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

4-1

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等
（新）事故シーケンスグループ，重要事故シーケンス等

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7） 37条 付録1-4-1

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37条 付録1-4-1

以下の誤記を修正しました。（下線部参照）
（旧）37条 付録1-3-1-26（フッターページ表記）
（新）37条 付録1-4-1（フッターページ表記）

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

4/4 41



泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7） 別紙1-23

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）取水口及び海水ストレーナ等
（新）取水口，海水ストレーナ等

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37条 付録1-別紙1-34

同上

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

1/8 42



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7） 別紙3-10

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。
（旧）及び
（新）並びに

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37条 付録1-別紙3-10

同上

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

2/8 43



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7） 別紙5-8,15

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）格納容器スプレイ系統
（新）格納容器スプレイ系

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37条 付録1-別紙5-14,28

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7） 別紙5-28

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）余熱除去系統
（新）余熱除去系

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37条 付録1-別紙5-43

同上

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

3/8 44



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7） 別紙9-1

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）3つ
（新）３つ

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37条 付録1-別紙9-2

同上

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

4/8 45



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7） 別紙15-7

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）PRA，NUREG/CR-6928及びNUREG-1829等
（新）PRA，NUREG/CR-6928，NUREG-1829等

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37条 付録1-別紙15-10

同上

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

5/8 46



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7） 別紙10-2

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）格納容器給気系統
（新）格納容器給気系

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37条 付録1-別紙10-3

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7） 別紙10-2

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）定期検査
（新）定期事業者検査

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37条 付録1-別紙10-4

同上

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

6/8 47



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7） 別紙14-4

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。
（旧）最高使用圧力の２倍
（新）限界圧力0.566MPa[gage]

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37条 付録1-別紙14-5

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7） 別紙14-4

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。
（旧）200℃
（新）限界温度200℃

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37条 付録1-別紙14-5

同上

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

7/8 48



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7） 別紙16-1

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）建屋・構築物及び大型機器等
（新）建屋，構築物，大型機器等

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37条 付録1-別紙16-1

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7） 別紙16-7

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）定期検査
（新）定期事業者検査

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37条 付録1-別紙16-8

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7） 別紙16-17

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）緩和設備の作動状態
（新）緩和設備の動作状態

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37条 付録1-別紙16-22

同上

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7） 別紙16-19～21

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）地震及び津波等
（新）地震，津波等

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37条 付録1-別紙16-25～27

同上

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

8/8 49



泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7） 3.2.2-1

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）扉，開口部及び貫通孔等
（新）扉，開口部，貫通孔等

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37 条 付録1-別添3-3.2-3.2.2-2

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7）

3.2.2-5

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）社団法人土木学会原子力土木委員会津波評価部会「確率論的津波ハ
ザード解析の方法（2011）」及び2011年東北地方太平洋沖地震から得られた
知見等
（新）社団法人土木学会原子力土木委員会津波評価部会「確率論的津波ハ
ザード解析の方法（2011）」，2011年東北地方太平洋沖地震から得られた知
見等

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37 条 付録1-別添3-3.2-3.2.2-11

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.6）

37 条 付録1-別添3-3.2-3.2.2-25

比較表の女川欄について，「※」の書式を上付きに修正しました。

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7） 3.2.2-16

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）１次冷却系圧力バウンダリ
（新）原子炉冷却材圧力バウンダリ

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37 条 付録1-別添3-3.2-3.2.2-33

同上

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

3.2.2-16

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）復水ポンプあるいは常用系の電源設備等
（新）復水ポンプ，常用系の電源設備等

9

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37 条 付録1-別添3-3.2-3.2.2-33

同上

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

1/2 50



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

10

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

3.2.2-17

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）原子炉補機冷却海水ポンプあるいは原子炉補機冷却水ポンプ等
（新）原子炉補機冷却海水ポンプ，原子炉補機冷却水ポンプ等

11

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.6）

37 条 付録1-別添3-3.2-3.2.2-34

同上

12

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.7）

3.2.2-17

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）循環水ポンプあるいは復水器真空ポンプ等
（新）循環水ポンプ，復水器真空ポンプ等

13

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37 条 付録1-別添3-3.2-3.2.2-34

同上

14

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7） 3.2.2-16,17

以下の脱字を修正しました。（下線部参照）
（旧）これの機能喪失シーケンス
（新）これらの機能喪失シーケンス

15

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37 条 付録1-別添3-3.2-3.2.2-34

同上
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37 条 付録1-補足3.1.1.a-1-3

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）１次冷却系圧力
（新）１次冷却材圧力

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7）

補足3.1.1.a-1-2

同上

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

1/10 52



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6） 37 条 付録1-補足3.1.1.b-1-1

「女川原子力発電所２号炉」参照

以下の記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）10-7／炉年，10-8／炉年

（新）10-7／炉年，10-8／炉年

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

2/10 53



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6） 全般

「女川原子力発電所２号炉」参照

段落記号を修正しました。
（旧）・
（新）

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7） 補足3.1.1.b-4-2

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）定期検査
（新）定期事業者検査

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37 条 付録1-補足3.1.1.b-4-3

同上

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

3/10 54



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6） 37 条 付録1-補足3.1.1.b-8-1

「女川原子力発電所２号炉」参照

以下の記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）Damege
（新）Damage

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6） 37 条 付録1-補足3.1.1.b-8-2

「女川原子力発電所２号炉」参照

以下の記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）感度分析
（新）感度解析

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

4/10 55



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

全般

ページ数の記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）37 条 補足3.1.1.b-9-●
（新）37 条 付録1-補足3.1.1.b-9-●

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

5/10 56



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7） 補足3.1.1.b-14-1

以下の誤字を修正しました。（下線部参照）
（旧）電動弁の誤開：2.5E-9/hである。
（新）電動弁の誤開：2.5E-9/h

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37 条 付録1-補足3.1.1.b-14-6

同上 比較表(1)

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37 条 付録1-補足3.1.1.b-14-2

同上 比較表(2)

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6） 37 条 付録1-補足3.1.1.b-14-10

「女川原子力発電所２号炉」参照

以下の記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）・残留熱除去系原子炉停止時冷却モード吸込み配管：7.2E-10/y
（新）・残留熱除去系原子炉停止時冷却モード吸込み配管：5.1E-10/y

比較表(2)

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

6/10 57



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6） 37 条 付録1-補足3.1.1.c-1-2

「女川原子力発電所２号炉」参照

以下の記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）原子炉注水後.
（新）原子炉注水後，

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

7/10 58



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6） 37 条 付録1-補足3.1.1.c-3-1

「女川原子力発電所２号炉」参照

以下の記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）成功基準分析
（新）成功基準解析

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

8/10 59



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7）

補足3.1.1.f-1-1

「令和３年４月14日の原子力規制検査に係るガイド類の改正について」にお
いて、許容できない事前調整操作がプレコンディショニング（エアラン）と
定義されたことに伴い、泊の運用を変更したため、以下の記載を修正しまし
た。（下線部参照）
（旧）起動前のプレコンディショニング（「ターニング」・「エアーランニ
ング」を指す）を実施していない。
（新）起動前のプレコンディショニング（「エアーランニング」を指す）を
実施していない。

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37 条 付録1-補足3.1.1.f-1-1

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7） 補足3.1.1.f-1-1

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）定期検査
（新）定期事業者検査

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37 条 付録1-補足3.1.1.f-1-2

同上

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7）

補足3.1.1.f-1-2

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）原子力発電運転協会（INPO）が管理する保守規則，MSPI及びROP等を
サポートするデータベースを基に，
（新）原子力発電運転協会（INPO）が管理する保守規則，MSPI，ROP等をサ
ポートするデータベースを基に，

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37 条 付録1-補足3.1.1.f-1-3

同上

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

9/10 60



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7） 補足3.1.1.f-g-2-1

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）保守及び試験等
（新）保守，試験等

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37 条 付録1-補足3.1.1.g-2-2

同上

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

10/10 61



泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7） 補足4.1.1.f-1-2

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）格納容器給気系統
（新）格納容器給気系

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37 条 付録1-補足4.1.1.f-1-3

同上

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

1/2 62



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7）

補足4.1.1.f-2-2

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）大型ドライ型C/V又は負圧維持型C/Vプラント等他プラントとDCH現象
が異なるため，
（新）大型ドライ型C/V又は負圧維持型C/VプラントとDCH現象が異なるた
め，

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37 条 付録1-補足4.1.1.f-2-3

同上

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

2/2 63



泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7）

補足3.2.1.a-3-1

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）操作のための場所が確保できるか及び作動状態の確認ができるか等
（新）操作のための場所が確保できるか，作動状態の確認ができるか等

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37条 付録1-補足3.2.1.a-3-2

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7） 補足3.2.1.a-3-3

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）腐食及び亀裂等
（新）腐食，亀裂等

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37条 付録1-補足3.2.1.a-3-4

同上

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

1/4 64



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7） 補足3.2.1.a-4-2

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）計装ラック及び論理回路制御盤等
（新）計装ラック，論理回路制御盤等

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37条 付録1-補足3.2.1.a-4-2

同上

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

2/4 65



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7） 補足3.2.1.a-6-1

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）フロントラインシステム及びそれらのサポートシステム等
（新）フロントラインシステム，それらのサポートシステム等

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37条 付録1-補足3.2.1.a-6-1

同上

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

3/4 66



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7） 補足3.2.1.d-1-4

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）運転コンソール及び直流電源等
（新）運転コンソール，直流電源等

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37条 付録1-補足3.2.1.d-1-5

同上

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

4/4 67



泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7） 補足3.1.2.a-1-1,2,3

以下の誤記を修正しました。（下線部参照）
（旧）非常用炉心冷却設備作動信号
（新）非常用炉心冷却設備自動作動信号

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37条 付録-1 補足3.1.2.a-1-2,3,4

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7） 補足3.1.2.a-1-4

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）余熱除去系統
（新）余熱除去系

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37条 付録-1 補足3.1.2.a-1-5

同上

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

1/4 68



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7） 補足3.1.2.b-1-1,2

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）定期検査
（新）定期事業者検査

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37条 付録-1 補足3.1.2.b-1-1,2

同上

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

2/4 69



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7） 補足3.1.2.b-2-1,3

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）定期検査
（新）定期事業者検査

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37条 付録-1 補足3.1.2.b-2-1,5

同上

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7） 補足3.1.2.b-2-3

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）余熱除去系統
（新）余熱除去系

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37条 付録-1 補足3.1.2.b-2-4,5

同上

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

3/4 70



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8 r.3.7） 補足3.1.2.h-1-2

泊の審査資料内での記載の統一のため、以下の記載を修正しました。（下線
部参照）
（旧）定期検査
（新）定期事業者検査

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケン
ス等の選定について（SAE8-9 r.3.6）

37条 付録-1 補足3.1.2.h-1-2

同上

有効性評価 付録１ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について（シーケンス選定）

4/4 71



泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録２　原子炉格納容器の温度及び圧力に関する評価
（SAE9 r.9.0） 1-1

・まとめ資料(p8)①原子炉格納容器本体の記載表現を統一するため，下線部の通り適正化した。
旧①：繰り返し荷重が作用しないこと，圧縮力が原子炉格納容器本体に生じないことから
新①：繰り返し荷重が作用しないこと及び圧縮力が原子炉格納容器本体に生じないことから
旧②：高温状態で内圧を受け，過度な塑性変形に伴う延性破壊が想定される。
新②：高温状態での内圧による過度な塑性変形に伴う延性破壊が想定される。

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録２　原子炉格納容器の温度及び圧力に関する評価
（SAE9-9 r.8.0）

5/161

同上 相違理由を追記した

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録２　原子炉格納容器の温度及び圧力に関する評価
（SAE9 r.9.0）

2-1

・まとめ資料(p10,11)②機器搬入口の記載表現と統一を図るため，下線部の通り適正化した。
旧①：機器搬入口は，フランジ付の胴板が原子炉格納容器の貫通部に溶接固定され，
新①：機器搬入口は，フランジ付きの胴板が原子炉格納容器の貫通部に溶接固定され，
旧②：機器搬入口の設計時に考慮される機能喪失要因は，脆性破壊，疲労破壊，座屈及び延性破壊が考えられる。
新②：フランジにはシール溝が二重に配置されており，それぞれのシール溝にガスケットを取り付ける二重シール構造になっている。機器搬入
口の設計時に考慮される機能喪失要因は，脆性破壊，疲労破壊，座屈及び延性破壊が考えられる。
旧③：脆性破壊が生じる温度域でないこと，繰り返し荷重が作用しないことから，脆性破壊，疲労破壊は評価対象外と考えることができる。
新③：脆性破壊が生じる温度域でないこと及び繰り返し荷重が作用しないことから，脆性破壊及び疲労破壊は評価対象外と考えることができ
る。

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録２　原子炉格納容器の温度及び圧力に関する評価
（SAE9 r.X.Y）

29/161

同上 相違理由を追記した

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録２　原子炉格納容器の温度及び圧力に関する評価
（SAE9 r.9.0）

3-1

・まとめ資料(p14)③エアロックの記載表現と統一を図るため，補足説明資料の記載を適正化した。
旧①：円筒胴の両端に，人が出入りする開口部を設けた平板（隔壁）を溶接している。
新①：円筒胴の両端に平板（隔壁）を溶接し，人が出入りできる開口部を設けている。
旧②：また，平板には扉開閉ハンドル軸等が貫通しており，貫通部にシール材を使用している。
新②：なお，原子炉格納容器加圧時はエアロック扉が支持部に押しつけられる構造となっているため，扉板が開くことはない。また，隔壁には
扉開閉ハンドル軸等が貫通しており，貫通部にシール材を使用している。
旧③：今回の評価条件である200℃，２Pdを考慮した場合，脆性破壊が生じる温度域でないこと，繰り返し荷重が作用しないこと，有意な圧縮力
がエアロックに生じないことから，
新③：今回の評価条件である200℃，２Pdの条件を考慮した場合，脆性破壊が生じる温度域でないこと，繰り返し荷重が作用しないこと及び有意
な圧縮力がエアロックに生じないことから，
旧④：高温状態で原子炉格納容器内圧を受けるため，過度な塑性変形に伴う延性破壊が機能喪失要因として想定される。
新④：高温状態で原子炉格納容器内圧を受けることによる，過度な塑性変形に伴う延性破壊が機能喪失要因として想定される。

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録２　原子炉格納容器の温度及び圧力に関する評価
（SAE9-9 r.8.0）

44/161

同上 相違理由を追記した

有効性評価 付録２  原子炉格納容器の温度及び圧力に関する評価

1/4 72



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録２　原子炉格納容器の温度及び圧力に関する評価
（SAE9 r.X.Y）

4-1

・まとめ資料(p18)・貫通配管の記載表現と統一を図るため，補足説明資料の記載を適正化した。
旧①：貫通配管に考慮される機能喪失要因は，
新①：貫通配管の設計時に考慮される機能喪失要因は，
旧②：今回の評価条件である200℃，２Pdを考慮した場合，脆性破壊が生じる温度域でないこと，繰り返し荷重が作用しないこと，有意な圧縮力
が貫通配管に生じないことから，
新②：今回の評価条件である200℃，２Pdの条件を考慮した場合，脆性破壊が生じる温度域でないこと，繰り返し荷重が作用しないこと及び有意
な圧縮力が貫通配管に生じないことから，
旧③：一方，200℃，２Pdの環境下では原子炉格納容器は大きく変形することから，
新③：一方，200℃，２Pdの環境下では原子炉格納容器が変形すると考えられることから，

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録２　原子炉格納容器の温度及び圧力に関する評価
（SAE9-9 r.8.0）

61/161

同上 相違理由を追記した

9

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録２　原子炉格納容器の温度及び圧力に関する評価
（SAE9 r.9.0）

6-1

・まとめ資料(p21)・端板の記載表現と統一を図るため，下線部の通り適正化した。
旧①：端板の設計時に考慮される機能喪失要因は，脆性破壊，疲労破壊及び延性破壊が考えられる。
新①：端板の設計時に考慮される機能喪失要因は，脆性破壊，疲労破壊，座屈及び延性破壊が考えられる。
旧②：今回の評価条件である200℃，２Pdを考慮した場合，脆性破壊が生じる温度域でないこと，繰返し荷重が作用しないことから，脆性破壊，
疲労破壊は評価対象外と考えることができる。
新②：今回の評価条件である200℃，２Pdの条件を考慮した場合，脆性破壊が生じる温度域でないこと，繰り返し荷重が作用しないこと及び有意
な圧縮力が端板に生じないことから，脆性破壊，疲労破壊及び座屈は評価対象外と考えることができる。

10

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録２　原子炉格納容器の温度及び圧力に関する評価
（SAE9 r.X.Y）

102/161

同上 相違理由を追記した

11

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録２　原子炉格納容器の温度及び圧力に関する評価
（SAE9 r.9.0）

7-1

・まとめ資料(p22)・閉止フランジの記載表現と統一を図るため，下線部の通り適正化した。
旧①：今回の評価条件である200℃，２Pdを考慮した場合，閉止フランジに対しては脆性破壊が生じる温度ではないこと，繰返し荷重が作用しな
いこと，圧縮力が作用しないことから脆性破壊，疲労破壊，座屈は評価対象外と考えることができる。
新①：今回の評価条件である200℃，２Pdの条件を考慮した場合，閉止フランジに対しては脆性破壊が生じる温度ではないこと，繰り返し荷重が
作用しないこと及び圧縮力が作用しないことから脆性破壊，疲労破壊及び座屈は評価対象外と考えることができる。
旧②：150LBの閉止フランジ，すなわち1.03MPaの耐圧能力を有していることから，
新②：150LBの閉止フランジ，すなわち1.03MPa[gage]の耐圧能力を有していることから，

12

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録２　原子炉格納容器の温度及び圧力に関する評価
（SAE9-9 r.8.0）

111/161

同上 相違理由を追記した

13

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録２　原子炉格納容器の温度及び圧力に関する評価
（SAE9 r.9.0）

9-1

・まとめ資料(p23)・伸縮継手の記載表現と統一を図るため，補足説明資料の記載を適正化した。
旧：200℃，２Pdの環境下では，原子炉格納容器が大きく変形することにより伸縮継手にも変形が生じる。
新：伸縮継手は，原子炉格納容器本体に配管等を接続するために設けた部材であり，短管に溶接構造で取り付けられている。伸縮継手の設計時
に考慮される機能喪失要因は，脆性破壊及び疲労破壊が考えられる。今回の評価条件である200℃，２Pdの条件を考慮した場合，脆性破壊が生じ
る温度域ではないことから，脆性破壊は評価対象外と考えることができる。一方，200℃，２Pdの環境下では，原子炉格納容器が大きく変形する
ことにより伸縮継手にも変形が生じる。
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

14

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録２　原子炉格納容器の温度及び圧力に関する評価
（SAE9-9 r.8.0）

116/161

同上 相違理由を追記した

15

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録２　原子炉格納容器の温度及び圧力に関する評価
（SAE9 r.9.0）

10-1

・まとめ資料(p24)・短管の記載表現と統一を図るため，補足説明資料の記載を適正化した。

旧①：短管に考慮される機能喪失要因は，脆性破壊，疲労破壊，座屈及び圧壊が考えられる。
新①：短管は，原子炉格納容器本体に配管等を接続するために設けた部材であり，スリーブと伸縮継手間，伸縮継手と端板間に溶接構造で取り
付けられている。短管の設計時に考慮される機能喪失要因は，脆性破壊，疲労破壊，座屈及び圧壊が考えられる。
旧②：今回の評価条件である200℃，２Pdを考慮した場合，脆性破壊が生じる温度域でないこと，伸縮継手が応力を受け変形することにより繰り
返し荷重，圧縮力が短管に生じないことから，
新②：今回の評価条件である200℃，２Pdの条件を考慮した場合，脆性破壊が生じる温度域でないこと，繰り返し荷重が作用しないこと及び圧縮
力が生じないことから，

16

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録２　原子炉格納容器の温度及び圧力に関する評価
（SAE9-9 r.8.0）

125/161

同上 相違理由を追記した

17

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録２　原子炉格納容器の温度及び圧力に関する評価
（SAE9 r.9.0）

11-5

・まとめ資料(p24)⑤電線貫通部の記載表現と統一を図るため，下線部の通り適正化した。
旧①：電線貫通部のうち本体，端板設計時に考慮される機能喪失要因は，
新①：電線貫通部のうち本体，端板の設計時に考慮される機能喪失要因は，
旧②：今回の評価条件である200℃，２Pdを考慮した場合，脆性破壊が生じる温度域でないこと，繰り返し荷重が作用しないこと，圧縮力が本
体・端板に生じないことから，
新②：今回の評価条件である200℃，２Pdの条件を考慮した場合，脆性破壊が生じる温度域でないこと，繰り返し荷重が作用しないこと及び過度
の圧縮力が本体・端板に生じないことから，
旧③：したがって，本体及び端板の機能喪失要因は，高温状態で内圧を受け，過度な塑性変形に伴う延性破壊が想定される。
新③：したがって，本体及び端板の機能喪失要因は，高温状態での内圧による過度な塑性変形に伴う延性破壊が想定される。

18

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録２　原子炉格納容器の温度及び圧力に関する評価
（SAE9-9 r.8.0）

131/161

同上 相違理由を追記した

19

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録２　原子炉格納容器の温度及び圧力に関する評価
（SAE9 r.9.0）

12-1

・まとめ資料(p25.26)⑥原子炉容器隔離弁の記載表現と統一を図るため，，下線部の通り適正化した。
旧①：また，弁の耐圧部については，機能喪失要因として脆性破壊，疲労破壊，座屈及び変形が考えられるが，
新①：また，弁の耐圧部については，機能喪失要因として脆性破壊，疲労破壊，座屈及び延性破壊が考えられるが，
旧②：200℃，２Pdの環境下では，脆性破壊が生じる温度域でないこと，繰り返し荷重が作用しないこと，圧縮力が弁本体に生じないことから，
脆性破壊，疲労破壊及び座屈は評価対象外と考えることができる。
新②：200℃，２Pdの環境下では，脆性破壊が生じる温度域でないこと，繰り返し荷重が作用しないこと及び圧縮力が弁本体に生じないことか
ら，脆性破壊，疲労破壊及び座屈は評価対象外と考えることができる。
旧③：高温状態で内圧を受け，過度な変形（一次応力）による延性破壊が想定されるため，
新③：高温状態で内圧を受けることによる過度な変形（一次応力）による延性破壊が想定されるため，

20

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録２　原子炉格納容器の温度及び圧力に関する評価
（SAE9-9 r.8.0）

136/161

同上 相違理由を追記した
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19

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録２　原子炉格納容器の温度及び圧力に関する評価
（SAE9 r.9.0）

3-1

図3-1エアロック概略図におけるA部，隔壁の図示を適正化した。

20

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録２　原子炉格納容器の温度及び圧力に関する評価
（SAE9-9 r.8.0）

44/161

同上
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録３　重大事故等対策の有効性評価に係るシビアア
クシデント解析コードについて（SAE11 r.2.0）

資料全般

以下の通り用語を統一しました。
（旧）1次系
（新）1次冷却系

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録３　重大事故等対策の有効性評価に係るシビアア
クシデント解析コードについて（SAE11 r.2.0）

資料全般

以下の通り用語を統一しました。
（旧）2次系
（新）2次冷却系

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録３　重大事故等対策の有効性評価に係るシビアア
クシデント解析コードについて（SAE11 r.2.0）

資料全般

以下の通り用語を統一しました。
（旧）1次系圧力
（新）1次冷却材圧力

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録３　重大事故等対策の有効性評価に係るシビアア
クシデント解析コードについて（SAE11 r.2.0）

資料全般

以下の通り用語を統一しました。
（旧）エネルギ
（新）エネルギー

5

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録３　重大事故等対策の有効性評価に係るシビアア
クシデント解析コードについて（SAE11 r.2.0）

資料全般

以下の通り用語を統一しました。
（旧）関わらず/係わらず
（新）かかわらず

6

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録３　重大事故等対策の有効性評価に係るシビアア
クシデント解析コードについて（SAE11 r.2.0）

資料全般

以下の通り用語を統一しました。
（旧）もしくは
（新）若しくは

7

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録３　重大事故等対策の有効性評価に係るシビアア
クシデント解析コードについて（SAE11 r.2.0）

資料全般

以下の通り用語を統一しました。
（旧）更に
（新）さらに

8

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録３　重大事故等対策の有効性評価に係るシビアア
クシデント解析コードについて（SAE11 r.2.0）

資料全般

以下の通り用語を統一しました。
（旧）もとに
（新）基に

9

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録３　重大事故等対策の有効性評価に係るシビアア
クシデント解析コードについて（SAE11 r.2.0）

資料全般

以下の通り用語を統一しました。
（旧）電気式水素燃焼装置
（新）格納容器水素イグナイタ

10

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録３　重大事故等対策の有効性評価に係るシビアア
クシデント解析コードについて（SAE11 r.2.0）

資料全般

以下の通り用語を統一しました。
（旧）静的触媒式水素再結合装置
（新）原子炉格納容器内水素処理装置

11

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録３　重大事故等対策の有効性評価に係るシビアア
クシデント解析コードについて（SAE11 r.2.0）

資料全般

以下の通り用語を統一しました。
（旧）代替スプレイ
（新）代替格納容器スプレイ

12

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録３　重大事故等対策の有効性評価に係るシビアア
クシデント解析コードについて（SAE11-9 r.2.0）

MAAP-105

図を適正化しました。

13

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録３　重大事故等対策の有効性評価に係るシビアア
クシデント解析コードについて（SAE11-9 r.2.0）

MCCI-1

目次を適正化しました。それに伴い以下の通り相違理由を追加しました。
記載表現の相違
･泊は「不確かさの整理」で章のタイトル名を統一

有効性評価 付録３ 重大事故等対策の有効性評価に係るシビアアクシデント解析コードについて
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

14

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録３　重大事故等対策の有効性評価に係るシビアア
クシデント解析コードについて（SAE11-9 r.2.0）

MCCI-16

記載している文字が一部緑色であった所を修正しました。

15

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録３　重大事故等対策の有効性評価に係るシビアア
クシデント解析コードについて（SAE11 r.2.0）

3.3-16

以下の通り化合物の表記を適正化しました。
（旧）Al2O3,SiO2
（新）Al2O3,SiO2

16

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録３　重大事故等対策の有効性評価に係るシビアア
クシデント解析コードについて（SAE11-9 r.2.0）

MCCI-18

同上

17

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録３　重大事故等対策の有効性評価に係るシビアア
クシデント解析コードについて（SAE11-9 r.2.0）

MCCI-18，19、78，79

泊欄の記載に合わせて、女川欄のBETA試験の記載を入れ替えました。
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録４　原子炉格納容器からの漏えいに関するエアロ
ゾル粒子の捕集効果の設定について（SAE10 r.4.0） ⅰ

以下の通り記載を適正化しました。
（旧）5. まとめ･･･････････････････････････ 49
（新）5. まとめ･･･････････････････････････ 48

2

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
付録４　原子炉格納容器からの漏えいに関するエアロ
ゾル粒子の捕集効果の設定について（SAE10 r.4.0） 別添1-3

以下の通り記載を適正化しました。
（旧），及び
（新）及び

3

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録４　原子炉格納容器からの漏えいに関するエアロ
ゾル粒子の捕集効果の設定について（SAE10-9 r.4.0）

付録4-56

同上

4

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価　比較
表
付録４　原子炉格納容器からの漏えいに関するエアロ
ゾル粒子の捕集効果の設定について（SAE10-9 r.4.0）

付録4-2,3,32

相違理由を適正化しました。

有効性評価 付録４ 原子炉格納容器からの漏えいに関するエアロゾル粒子の捕集効果の設定について
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　重大事故等対策の有効性評価
補足説明資料（SAEH r.1.0）

目次

目次のページにページ番号を付与しました。

有効性評価 補足説明資料
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